
下野市 

だれもが輝く社会づくりに関するアンケート調査 

〜 ご協力のお願い 〜 
 

市民の皆様には、日頃より市政へのご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。 

本市では、「第三次下野市男女共同参画プラン」に基づき、お互いを理解し尊重する、心豊かな社

会の実現を目指し、様々な男女共同参画施策を進めてきました。 

現行プランの計画期間が令和７年度で終了することから、社会情勢に対応した、男女が共に支え

合い、個性と能力を十分に発揮して輝きながら心豊かに暮らすことができる地域づくりを目指して、

新たなプランの策定に取り組んで参ります。 

そこで、第四次下野市男女共同参画プランの策定にあたり、現行プランの見直しと今後の施策に

市民意識を反映させることを目的として、「だれもが輝く社会づくりに関するアンケート調査」を実

施することにいたしました。 

調査実施にあたっては、市内にお住まいの 16歳以上の方から 2,000人を無作為抽出で選ばせ

ていただきました。なお、回答は無記名とし、結果はすべて統計的に処理いたしますので、個人の

お名前が明らかになることはありません。また、ご回答いただいたデータは、本調査の目的以外に

使用することはありません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ぜひご回答くださいますようお

願い申し上げます。 

令和６年９月  下野市長 坂村 哲也 

 

＜ご記入にあたってのお願い＞ 

１．このアンケートのご回答は、封筒の宛名ご本人（答えられない場合はご家族の方）にお願いいたし

ます。 

２．ご回答の方法は、特に指定のない場合、該当する選択肢に □ （レ点）をつけてください。また、

「その他」を選択した場合は、その具体的な内容を（   ）内にご記入ください。 

３．この調査の結果は、統計的に処理いたします。無記名調査ですので、お名前やご住所を書いていた

だく必要はありません。 

４．ご記入が終わりましたら、同封の返信用封筒にアンケート用紙を入れて、切手を貼らずに 

10月 18日（金）までに、ポストに投函してください。 

５．この調査に関してご不明の点がございましたら、下記までお問い合わせください。 

 

下野市役所 総合政策部 市民協働推進課 協働推進グループ 

〒３２９－０４９２ 

栃木県下野市笹原２６番地 

Tel：０２８５－３２－８８８７ 

Fax：０２８５－３２－８６０６ 
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１．あなたご自身やご家族のことについておたずねします 
 

問１ あなたの自認する性別をお答えください。（当てはまる選択肢がない場合、より近い選択肢をお選

びいただくか、次の設問にお進みください。）（１つのみ） 

□ 男性 □ 女性 

 

問２ あなたの年齢をお答えください。（１つのみ） 

□ 20歳未満 □ 20歳代 □ 30歳代 □ 40歳代 

□ 50歳代 □ 60歳代 □ 70歳以上 

 

問３ あなたの家族構成についてお答えください。（１つのみ） 

□ ひとり暮らし（単身世帯） □ 夫婦だけ（１世代世帯） 

□ 親と子ども（２世代世帯） □ 親と子どもと孫（３世代世帯） 

□ その他（                      ） 

 

問４ あなたは結婚していますか。（１つのみ） 

□ 結婚している □ 結婚していたが、離別・死別した 

□ 結婚していない（未婚） □ その他（事実婚等） 

 

【問４で「結婚している」を選択した方】 

問４-１ あなたの世帯は、次のどれに当てはまりますか。（１つのみ） 

□ 共働き □ 夫だけ仕事を持っている □ 妻だけ仕事を持っている 

□ 夫婦とも無職 □ その他（               ） 

 

【問４-１で「共働き」「夫だけ仕事を持っている」「妻だけ仕事を持っている」を選択した方】 

問４-２ 配偶者の職業は何ですか。（１つのみ） 

□ 勤め人（常勤） □ 自営業・家業 

□ パート・アルバイト □ 派遣社員、契約社員 

□ 自由業（文筆業・開業医・司法書士等） □ 内職 

□ 学生 □ 専業主婦・主夫 

□ 無職 □ その他（               ） 

 

【問 4 で「結婚している」または「結婚していたが、離別・死別した」を選択した方】 

問 5 あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。現在同居されていない方も含めてお答えください。

（１つのみ） 

□ 子どもがいる □ 子どもはいない 
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【問 5 で「子どもがいる」を選択した方】 

問５-1 一番下のお子さんは次のどれに当てはまりますか。（１つのみ） 

□ 未就学児 □ 小学生 

□ 中学生・高校生・大学生（短大生、専修学校生等も含む） 

□ 社会人 □ その他（               ） 

 

２．仕事についておたずねします  
 

問 6 あなたは現在、収入を得る仕事をしていますか。（１つのみ） 

□ 仕事をしている □ 仕事はしていない⇒問６-8（5 ページ）へ 

 

【問 6 で「仕事をしている」を選択した方】 

問 6-1 あなたの職業は、次のどれに当てはまりますか。（１つのみ） 

□ 勤め人（常勤） □ 自営業・家業 

□ パート・アルバイト □ 派遣社員、契約社員 

□ 自由業（文筆業・開業医・司法書士等） □ 内職 

□ その他（                     ） 

 

【問 6 で「仕事をしている」を選択した方】 

問 6-２ あなたの主な仕事場は、次のどれに当てはまりますか。（１つのみ） 

□ 下野市内 □ 栃木県内（下野市外） □ 栃木県外 

 

【問６で「仕事をしている」を選択した方】 

問６-３ あなたは、１週間でおおよそ何時間くらい働いていますか。（残業時間も含みます。）（１つのみ） 

□ 20時間未満 □ 20～29時間 □ 30～39時間 

□ 40～49時間 □ 50～59時間 □ 60時間以上 

 

【問 6 で「仕事をしている」を選択した方】 

問６-４ あなたの昨年１年間の総収入（税込み）は、おおよそいくらでしたか。（１つのみ） 

□ 103万円未満 □ 103万円以上 200万円未満 

□ 200万円以上 400万円未満 □ 400万円以上 700万円未満 

□ 700万円以上 1,000万円未満 □ 1,000万円以上 
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【問６で「仕事をしている」を選択した方】 

問６-5 あなたが現在働いているのは、どのような理由からですか。（いくつでも） 

□ 生計を維持するため □ 家計の足しにするため 

□ 借金の返済や将来に備えた貯蓄のため □ 自分で自由に使えるお金を得るため 

□ 生きがいを得るため □ 人のネットワークを広げるため 

□ 社会に貢献するため □ 働くのが当然であるため 

□ 家業であるため □ その他（               ） 

□ 特に理由はない  

 

【問６-１で「勤め人（常勤）」「パート・アルバイト」「派遣社員、契約社員」を選択した方】 

問６-６ あなたの職場では、男女の扱いが平等になっていると思いますか。（それぞれ１つのみ） 
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①募集や採用 □ □ □ □ □ □ 

②職務内容 □ □ □ □ □ □ 

③賃金 □ □ □ □ □ □ 

④上司との関係 □ □ □ □ □ □ 

⑤人事考課・評価 □ □ □ □ □ □ 

⑥昇進・昇格 □ □ □ □ □ □ 

⑦幹部職員への採用 □ □ □ □ □ □ 

 

【問６-1 で「パート・アルバイト」「派遣社員、契約社員」「内職」を選択した方】 

問６-７ あなたが、パート・アルバイト、派遣社員、契約社員、内職を選んだ主な理由は何ですか。（１つのみ） 

□ 自分の好きな時間に働くことができ、家庭との両立がしやすいため 

□ 残業等もなく、仕事の責任が軽くてすむため 

□ 家族等の同意を得やすいため 

□ 配偶者控除を受けることができる範囲に収入を抑えたいため 

□ 正社員で働きたかったが、就職先がなかったため 

□ 長く勤めるつもりがないため 

□ その他（                                     ） 
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【問６で「仕事はしていない」を選択した方】 

問６-８ あなたが現在働いていないのは、どのような理由からですか。（いくつでも） 

□ 経済的に働く必要がないため □ 家事の負担が大きいため 

□ 育児の負担が大きいため □ 親や病気の家族の介護・世話をするため 

□ 家にいるのが当然であるため □ 配偶者等家族が就労を望まないため 

□ 希望の仕事が見つからないため □ 社会に出たくないため 

□ 時間的な余裕がないため □ 学生であるため 

□ 高齢であるため □ その他（               ） 

□ 特に理由はない  

 

【問６で「仕事はしていない」を選択した方】 

問６-９ あなたは今後、収入を得る仕事につきたいと思いますか。（１つのみ） 

□ ぜひ仕事につきたい □ できれば、仕事につきたい 

□ 仕事につきたいとは思わない □ わからない 

 

【ここからは、全員お答えください】 

問７ 一般的に、女性が仕事を持つことについて、あなたはどうお考えですか。（１つのみ） 

□ 結婚するまでは仕事を持つ方がよい 

□ 子どもができるまでは仕事を持つ方がよい 

□ 子どもができたら仕事を辞め、子どもが大きくなったら再び仕事を持つ方がよい 

□ 子どもができたらパート等に切り替える方がよい 

□ 子どもができてもフルタイムで仕事を続ける方がよい 

□ 女性は仕事を持たない方がよい 

□ その他（                                     ） 

 

問 8 あなたは、今までに育児休業・介護休業を取得しましたか。（それぞれ１つのみ） 
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） 

①育児休業 □ □ □ □ □ □ 

②介護休業 □ □ □ □ □ □ 
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【問 8 の①または②で「制度はあるが、取得したことはない」を選択した方】 

問８-1 育児休業・介護休業の制度を利用しない理由は何ですか。（いくつでも） 

□ 経済的に生活が成り立たなくなるから □ 職場に休める雰囲気がないから 

□ 休みを取ると勤務評価に影響するから □ 解雇される不安があるから 

□ 自分の仕事は代わりの人がいないから □ 一度休むと元の仕事に戻れないから 

□ 現在取り組んでいる仕事を続けたいから □ 家族の理解が得られないから 

□ 家族の協力で、利用しなくても対応できるから □ その他（               ） 

 

【ここからは、全員お答えください】 

問９ 育児休業や介護休業を取得することについて、あなたはどうお考えですか。（１つのみ） 

※現在取得する予定がない方も、将来取る必要が生じた場合としてお答えください。 

□ 積極的に取りたい □ どちらかというと取りたい 

□ どちらとも言えない □ 取りたいが取れる環境にない 

□ どちらかというと取りたくない □ 取りたくない 

□ 仕事をしていないので、取る機会がない □ その他（               ） 

 

問 10 女性が結婚・出産後も働き続けるため、また再就職するためにはどのようなことが必要だと思い

ますか。（３つまで） 

□ 就職情報や紹介等の相談機関の充実 □ 技能修得のための研修の機会や施設の充実 

□ 労働時間の短縮化、フレックスタイム制＊の導入 □ 保育施設や保育サービスの充実 

□ 育児休業・介護休業制度の徹底 □ 高齢者や障がい者等の介護サービスの充実 

□ 家族の理解や協力 □ 女性自身の働くことに対する自覚 

□ 勤め先の理解 □ その他（              ） 

□ 必要なことはない  

＊フレックスタイム制：一定の期間についてあらかじめ定めた総労働時間の範囲内で、労働者が日々の始業・終業時刻、労働時

間を自ら決めることのできる制度です。 

 

問 11 あなたは、管理職以上に昇進することについてどのようなイメージを持っていますか。（いくつでも） 

□ やりがいのある仕事ができる □ 賃金が上がる 

□ 能力が認められた結果である □ 家族から評価される 

□ 自分自身で決められる事柄が多くなる □ やるべき仕事が増える 

□ 責任が重くなる □ ねたまれて足を引っ張られる 

□ 仕事と家庭の両立が困難になる □ その他（              ） 

□ 特にない □ わからない 
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問 12 あなたは、政治・経済・地域等の各分野で女性のリーダーを増やすときに障害となるものは何だ

と思いますか。（いくつでも） 

□ 現時点では、必要な知識や経験等を持つ女性が少ないこと 

□ 女性自身がリーダーになることを希望しないこと 

□ 上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと 

□ 長時間労働の改善が十分ではないこと 

□ 企業等においては、管理職になると広域異動が増えること 

□ 保育・介護・家事等における夫等の家族の支援が十分ではないこと 

□ 保育・介護の支援等の公的サービスが十分ではないこと 

□ その他（                                     ） 

□ 特にない 

□ わからない 

 

３．生活全般についておたずねします  
 

問 13 家事（掃除・洗濯・食事の支度・食事の後片づけ等）は、どのように行うべきだと思いますか。

理想をお答えください（①）。また、結婚をしている方のみ、実際にあなたの家庭において、主に

誰が行っていますか（②）。（それぞれ１つのみ） 
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） 

①理想（全員） □ □ □ □ □ □ □ 

②現状 

（結婚している方のみ） 
□ □ □ □ □ □ □ 

 

問 14 問 13 の②で回答した、家庭での実際の役割分担の満足感についてお聞かせください。（１つのみ） 

□ 大変満足 □ やや満足 □ どちらとも言えない 

□ やや不満 □ 大変不満  
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問 15 生活の中での、仕事、家庭生活、個人の生活（地域活動、趣味・学習等）の優先度について、当て

はまる①あなたの理想と ②あなたの現状をお選びください。（それぞれ１つのみ） 
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①理想 □ □ □ □ □ □ □ □ 

②現状 □ □ □ □ □ □ □ □ 

 

問 16 今後、男性も女性も共に、家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加するためには、どのよう

なことがもっとも重要だと思いますか。（３つまで） 

□ 労働時間の短縮や休暇制度の普及等により、仕事優先の考え方を見直す 

□ 夫婦間や家族間でコミュニケーションをとる 

□ 男性が家事や育児等に関わることへの抵抗感をなくす 

□ 男性も女性も共に育児や介護、地域活動等を担うための地域のネットワークづくり 

□ 生活と仕事の両立を応援する講座の開催 

□ 家庭や地域での生活と仕事の両立の問題について相談できる窓口の設置 

□ その他（                                     ） 

□ 特に必要なことはない 

 

４．地域・社会参加についておたずねします 
 

問 17 あなたは現在、次にあげるような地域活動に参加していますか。（１つのみ） 

○ 自治会等の地域活動   ○ 地域の仲間同士が集まって行う研究会や勉強会 

○ 趣味やスポーツの活動   ○ 子ども会や青少年スポーツチームの指導や世話 

○ 保育園・幼椎園の保護者会、学校のＰＴＡ活動 

○ ＮＰＯ活動（環境問題、消費者問題、リサイクル等） 

○ ボランティア活動（高齢者や障がい者の介護・介助、子育て、被災地での活動等を含む） 

□ 参加している □ 参加していない 
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【問 17 で「参加している」を選択した方】 

問 17-1 あなたが参加している地域活動の現状について、当てはまるものをお選びください。 

（それぞれ１つのみ） 

 

主
に
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①催し物の企画等を決定するのは？ □ □ □ □ □ 

②地域活動を取り仕切るのは？ □ □ □ □ □ 

③集会等の時に、お茶くみや片づけをするのは？ □ □ □ □ □ 

④役職につくのは？ □ □ □ □ □ 

⑤主に活動を担っているのは? □ □ □ □ □ 

⑥発言するのは？ □ □ □ □ □ 

 

問 18 今後、地域や職場、家庭において、女性が活躍できる環境を作るためには、どのようなことが必要

だと思いますか。あなたのご意見をお書きください。 

 

 

 

 

問 19 地域活動に男性も女性も共に参加するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（１つのみ） 

□ 参加しやすい日時や場所 

□ 趣味や特技を生かした活動の場 

□ 地域活動グループの取組や地域で活動する人たちの広報・育成 

□ 労働時間の短縮やボランティア休暇等就労環境の整備についての企業に対する啓発 

□ 家族の理解、支援 

□ その他（                                     ） 
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５．老後・定年後についておたずねします 

 

問20 あなた、もしくはあなたの周りで両親等家族の介護を理由に仕事を辞めたことがある方はいますか。

（いくつでも） 

□ 自分（回答者自身）が辞めた □ 家族が辞めた 

□ 友人が辞めた □ 同僚が辞めた 

□ その他（               ） □ いずれもいない 

 

【問 20 で「自分（回答者自身）が辞めた」「家族が辞めた」を選択した方】 

問 20-1 どのような理由から仕事を辞めましたか。（いくつでも） 

□ 介護休業制度がなかった □ 短時間勤務制度がなかった 

□ 急な休みが取りにくかった □ 勤め先の理解がなかった 

□ 家族の協力が得られなかった □ 配偶者が仕事を辞められなかった 

□ 必要な介護保険サービスが受けられなかった □ 体力的に両立できなかった 

□ その他（                    ） 

 

６．健康についておたずねします 
 

問 21 性の自己決定権（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）＊に基づいて、女性が妊娠、避妊、中絶に

関して自分で決めたり、自分の健康を守るためにどのようなことが必要だと思いますか。（3 つまで） 

＊性の自己決定権（リプロダクティブ・ヘルス／ライツ）：生涯自分らしく健康に生きるために、自分のからだや性に関することを自

分で決める権利のこと。 

□ 子どもの成長と発育に応じた性教育と相談体制の充実 

□ 妊娠・出産についての情報提供、相談体制の充実 

□ 喫煙や薬物等の健康への害についての情報提供、相談体制の充実 

□ 性感染症等についての情報提供や相談体制の充実 

□ 更年期についての情報提供、相談体制の充実 

□ わからない 

□ その他（                                     ） 

 

７．教育についておたずねします 
 

問 22 男性も女性も共に輝く社会の形成のために行う教育の内容についてはどのようなことが重要だと

思いますか。（３つまで） 

□ 一人の人間として男女を互いに認め合うことを教える人権教育 

□ 男女の生き方や役割についての固定的な発想や役割分担意識を見直す教育 

□ 男女の差別についての社会構造・制度や歴史についての認識を深める教育 

□ 男女の生理的なしくみに関する教育 

□ 性に関する正しい知識と自己管理についての教育 

□ 重要だと思うものはない 

□ その他（                                     ） 
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８．男女の人権についておたずねします 
 

問 23 あなたは次にあげる行為が、ドメスティック・バイオレンス（DV：配偶者や恋人等親密な関係に

ある（あった）パートナーからの暴力）にあたると知っていますか。（それぞれ１つのみ） 

 

Ｄ
Ｖ
だ
と 

知
っ
て
い
る 

Ｄ
Ｖ
だ
と 

知
ら
な
か
っ
た 

①殴る、蹴る、物を投げつける □ □ 

②殴るそぶりや物を投げるそぶりをして脅す □ □ 

③「誰に食わせてもらっているんだ」などと言う □ □ 

④避妊に協力しない □ □ 

⑤生活費を渡さない □ □ 

⑥働きに行かせない □ □ 

⑦外出や電話・メール・SNSを細かくチェックする □ □ 

 

問 24 以下は、ドメスティック・バイオレンスについて無料で相談できる窓口です。あなたの知ってい

るものはありますか。（いくつでも） 

□ とちぎ男女共同参画センター相談ルーム □ 県民相談室（栃木県警察本部） 

□ 女性の人権ホットライン □ 下野市こども家庭センター「ふわり」 

□ 下野市女性相談（ＤＶ）ホットライン □ ウイメンズハウスとちぎ（認定NPO法人） 

□ いずれも知らない  

 

問 25 あなたは、ドメスティック・バイオレンスを経験したり、身近で見聞きしたりしたことがありま

すか。（いくつでも） 

□ 暴力（身体的・精神的・性的・経済的等）を受けたことがある 

□ 暴力（身体的・精神的・性的・経済的等）をふるったことがある 

□ 身近に暴力（身体的・精神的・性的・経済的等）を受けた当事者がいる 

□ 身近な人から相談を受けたことがある 

□ テレビや新聞等で問題になっていることは知っている 

□ 見聞きしたことはなく、初めて知った 

□ その他（                          ） 

 

【問 25 で「暴力（身体的・精神的・性的・経済的等）を受けたことがある」を選択した方】 

問 25-1 あなたはドメスティック・バイオレンスを受けたとき、誰かに打ち明けたり相談したりしまし

たか。（１つのみ） 

□ 相談した □ 相談しなかった ⇒ 問 25-4（12ページ）へ 

 

  

⇒ 問 26 

（12ページ）へ 
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【問 25-1 で「相談した」を選択した方】 

問 25-2 あなたは、ドメスティック・バイオレンスについて、どこ（だれ）に相談しましたか。（いくつでも） 

□ とちぎ男女共同参画センター相談ルーム □ 県民相談室（栃木県警察本部） 

□ 女性の人権ホットライン □ 下野市こども家庭センター「ふわり」 

□ 下野市女性相談（ＤＶ）ホットライン □ ウイメンズハウスとちぎ（認定NPO法人） 

□ 医師やカウンセラー □ 家族や親せき 

□ 友人・知人 □ その他（               ） 

 

【問 25-1 で「相談した」を選択した方】 

問 25-3 あなたは、ドメスティック・バイオレンスについて、誰かに打ち明けたり相談したことにより、

その問題は解決しましたか。（１つのみ） 

□ 問題は解決した 

□ 問題は解決しなかった 

□ 現在も相談中（シェルター等に一時保護中も含む）である 

□ その他（                                     ） 

 

【問 25-1 で「相談しなかった」を選択した方】 

問 25-4 あなたはドメスティック・バイオレンスを受けたとき、誰かに打ち明けたり相談したりしなか

ったのは、なぜですか。（いくつでも） 

□ どこ（だれ）に相談してよいかわからなかった 

□ 公共の相談機関を知らなかった 

□ 恥ずかしくてだれにも言えなかった 

□ 相談しても無駄だと思った 

□ 相談したことがわかると、もっとひどい暴力を受けると思った 

□ 子どもに危害が及ぶと思った 

□ 他人を巻き込みたくなかった 

□ 自分にも悪いところがあると思った 

□ 相談するほどのことではないと思った  

□ その他（                                     ） 

 

問 26 ドメスティック・バイオレンスを防ぐため、どのような取組がもっとも重要だと思いますか。 

（１つのみ） 

□ 被害者が援助を求めやすくするため、情報提供体制を充実させる 

□ 家庭・学校における人権やＤＶについての教育を充実させる 

□ 被害者が家庭内のことを打ち明けられる相談体制を整備する 

□ ４ □ 加害者に対するカウンセリングやサポートを充実させる 

□ 被害から逃れるための一時保護施設を設ける 

□ 特に対応する必要はない 

□ その他（                                     ） 

□ わからない 
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9．生活上の困難な問題についておたずねします 
 

問 27 あなたが抱える困難への対応状況について該当する選択肢を選んでください。（それぞれ１つのみ） 

 

公
的
窓
口
に
相
談
し
た
り
、 

支
援
を
受
け
た
り
し
て
い
る 

民
間
の
窓
口
に
相
談
し
た
り
、 

支
援
を
受
け
た
り
し
て
い
る 

家
族
や
周
囲
の
人
等
に
相
談
し
た
り
、

協
力
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る 

主
に
自
分
一
人
で 

何
と
か
し
よ
う
と
し
て
い
る 

ほ
ぼ
何
も
し
て
い
な
い 

問
題
を
抱
え
て
い
な
い 

①DV被害 □ □ □ □ □ □ 

②暴力被害 □ □ □ □ □ □ 

③性被害 □ □ □ □ □ □ 

④生活問題・就労問題 □ □ □ □ □ □ 

⑤健康問題 □ □ □ □ □ □ 

⑥家庭問題 □ □ □ □ □ □ 

⑦職場・地域等との関係 □ □ □ □ □ □ 

⑧住まい・居場所に関する問題 □ □ □ □ □ □ 

⑨その他の問題 □ □ □ □ □ □ 

 

問 28 回答者自身が抱える困難を解決するためにどのような環境や支援があるとよいと思いますか。該

当する内容を選んでください。（３つまで） 

□ 利用できる支援制度の情報提供 

□ 自分の困りごとをなんでも相談でき、支援につながることができる窓口（相談窓口等に一緒に行

ってくれる 等） 

□ 気軽に話を聞いてもらえる SNSなどの相談窓口 

□ 生活のための経済的援助 

□ カウンセリング等の心理学的支援 

□ 同じような悩みをもつ人と出会える場所 

□ 自分の困りごとに気づいて声をかけてくれる人や支援機関 

□ 就労の支援（資格取得等の働くための支援や就職先を探すサポート） 

□ 相談・支援を受けている間の寄り添いや見守り 

□ その他（          ） 
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10．男性も女性も共に輝く社会の形成についておたずねします 
 

問 29 あなたは「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、どうお考えにな

りますか。（１つのみ） 

□ 賛成である □ どちらかと言えば賛成である 

□ どちらとも言えない □ どちらかと言えば反対である 

□ 反対である  

 

問 30 あなたは、次のような場で男女が平等になっていると思いますか。（それぞれ１つのみ） 

 

男
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
に
な
っ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が 

優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

①家庭生活 □ □ □ □ □ □ 

②職場 □ □ □ □ □ □ 

③学校教育の場 □ □ □ □ □ □ 

④政治の場 □ □ □ □ □ □ 

⑤法律や制度 □ □ □ □ □ □ 

⑥社会通念・慣習・しきたり等 □ □ □ □ □ □ 

⑦自治会活動等の地域活動の場 □ □ □ □ □ □ 

⑧社会全体 □ □ □ □ □ □ 

 

問 31 市が実施する男性も女性も共に輝く社会づくりに関する事業で、あなたが参加してみたいと思う

ものはどれですか。（いくつでも） 

□ 男性も女性も共に輝く社会づくりに関する講演会 

□ 教材等を用いた講習会（生き方、働き方、子育てについて等） 

□ 交流会（男性も女性も共に輝く社会づくりの考え方を学ぶための国際交流会等） 

□ 技能や資格取得のためのプログラムの実施 

□ 起業セミナーや職業訓練等、女性の就業支援事業の開催 

□ その他（                                     ） 

□ 参加したいものはない 
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問 32 市では平成 28 年に「だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例」を制定し、男性も女性も共に

輝く社会の実現を目指す事業の一環として、講演会の開催や情報紙の発行等を実施しています。以

下の事業の「認知度」と「利用等の状況」についてお答えください。 

（「認知度」「利用等の状況」でそれぞれ１つのみ） 

 認知度 利用等の状況 

知
っ
て
い
る 

知
ら
な
い 

参
加
し
て
（
読
ん
で
）
い
る 

参
加
し
て
（
読
ん
で
）
み
た
い 

参
加
し
た
い
（
読
み
た
い
） 

と
は
思
わ
な
い 

①男女共同参画講演会（年２回開催） □ □ □ □ 

②男女共同参画情報紙シェアリング（年２回発行） □ □ □ □ 

③男女共同参画週間パネル展（年１回開催） □ □ □ □ 

④広報しもつけへの掲載（男女共同参画に関するコーナー） □ □ □ □ 

⑤しもつけ女性活躍応援ガイドブック □ □ □ □ 
 

 

問 33 あなたは、次の「事柄」や「言葉」を知っていますか。（それぞれ１つのみ） 

 

よ
く
知
っ
て
い
る 

多
少
は
内
容
（
中
身
） 

を
知
っ
て
い
る 

名
称
（
言
葉
）
は 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

全
く
知
ら
な
い 

①男女共同参画社会 □ □ □ □ 

②ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） □ □ □ □ 

③ジェンダー（社会的性別） □ □ □ □ 

④リプロダクティブ・ヘルス/ライツ 

（性と生殖に関する健康・権利） 
□ □ □ □ 

⑤デート DV □ □ □ □ 

⑥JKビジネス □ □ □ □ 

⑦SOGI（ソジまたはソギ） □ □ □ □ 

⑧LGBT、LGBTQ等 □ □ □ □ 
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問 34 男性も女性も共に輝く社会をつくるため、今後、市（行政）はどのようなことに力を入れていく

べきだと思いますか。（３つまで） 

□ 市の「だれもが輝く男女共同参画社会づくり条例」を周知し、具体的な実践目標を定める 

□ 広報紙やパンフレット等で、男女の平等と相互の理解や協力についてＰＲする 

□ 学校教育や社会教育の場で、男女の平等と相互の理解についての学習を充実させる 

□ 保育の施設等、子育て支援サービスを充実させる 

□ 高齢者や病人の施設・サービスを充実させる 

□ ひとり親家庭への自立支援を徹底する 

□ ドメスティック・バイオレンス等に関する相談窓口や保護機関を設置する 

□ 職場における男女の均等な取り扱いについて、周知徹底させる 

□ 審議会等の政策・方針決定過程に女性を積極的に登用する 

□ リーダーの養成等女性の人材育成を推進する 

□ 各国の女性との交流や情報提供等、国際交流を推進する 

□ 防災・復興分野において女性の活躍を推進する 

□ 外国人への支援を充実させる 

□ LGBT等、性的少数者への支援を充実させる 

□ その他（                                     ） 

 

11．自由記述 
 

問 35 男女共同参画に関して、現在取り組んでいることがありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

問 36 男性も女性も共に輝く社会づくりに向けてのご意見や、男女共同参画について感じていることが

ありましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

記入もれがないかもう１度ご確認のうえ、同封の返信用封筒に入れ 

切手を貼らずに 10月 18日（金） までに郵便ポストに投函してください。 


